
　　　

昭和10（1935）年1月31日愛媛県にて生まれる。

東京大学文学部仏文学科在学中の昭和32（1957）年、「奇妙な仕事」で東大五月祭賞

を受賞。 「死者の奢り」で作家として認められ、昭和33（1958）年、「飼育」で第39回芥川賞

を受賞、 新しい文学の旗手的存在となる。受賞は数多く、谷崎潤一郎賞、野間文芸賞、

川端康成文学賞など。

国際的作家としても幅広く活躍し、平成6（1994）年に日本人としては2人目の ノーベル文学

賞を受賞。

令和5（2023）年3月3日死去。享年88歳。

（『新訂 作家・小説家人名事典』より参考）


